
南姫児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 1075 乳幼児 1088

小学生 0 小学生 0

中高生 1 中高生 0

大人 1059 大人 1094

自由参加型事業 乳幼児 270 乳幼児 208

小学生 16 小学生 1

中高生 1 中高生 0

大人 308 大人 279

母親クラブの育成と支援 乳幼児 39 乳幼児 53

小学生 14 小学生 14

中高生 1 中高生 0

大人 59 大人 78

乳幼児 1384 乳幼児 1349

小学生 30 小学生 15

中高生 3 中高生 0

大人 1426 大人 1451

小計 98 135 142

・親育ち４・３・６・３のモデル校区となり2年目であっ
た。26年度と同様に公民館、市役所と連携をとり、妊
婦講座「プレママサロン」を行った。子育て支援の場
を紹介する内容も含んでいたため、参加した方が出
産後、児童センターを利用されるようになった。
・新規でお誕生日会を設けた。未就園児は友達と一
緒にお祝いをする機会がなかなかないので親子で喜
ばれた。

幼児おはなしなあに、こどもラ
ンド、ちゃぷちゃぷプール、幼
児親子クッキング、母親クラ
ブ、保育園交流会、さつまい
も、お誕生日会、幼児親子トラ
ンポリン、ボールプールであそ
ぼう、親育ち４・３・６・３プ
レママサロン

③

月1回程度 12 12 15

・児童センター行事の「子どもスタッフまつり」「ふれあ
いセンター姫まつり」、地域行事の「30区夏まつり」な
どに模擬店、遊びのブースなどの協力を得た。児童
センターとの連携をより深めることができた。

母親クラブ

13

75 86

・26年度アンケートで「リトミックを実施してほしい」と
言う要望があり、新規として27年度「音楽であそぼう」
をクラブ化をした。参加者へのアンケートのアンケート
の結果から喜んでいただけた様子が伺えた。ベビークラブ、ぴよぴよクラブ

ちびっこクラブ、キンダークラ
ブ
えいごであそぼう、音楽であそ
ぼう

②

月1回
夏季

２～３ヶ月に1
回

年3回

12 48 41

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月2回
月1回

74

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢ご
との集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

13

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価
 課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価



南姫児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数
H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価
 課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

小学生クラブ 乳幼児 22 乳幼児 1

小学生 263 小学生 330

中高生 1 中高生 0

大人 21 大人 2

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 23 乳幼児 6

小学生 396 小学生 521

中高生 39 中高生 8

大人 42 大人 10

季節事業 乳幼児 20 乳幼児 4

小学生 115 小学生 65

中高生 13 中高生 0

大人 34 大人 15

乳幼児 65 乳幼児 11

小学生 774 小学生 916

中高生 53 中高生 8

大人 97 大人 27

小計 101 123 141

・「赤ちゃんあそぼう」では小学生児童に乳幼児とふ
れあう機会を設けた。乳幼児を抱っこさせてもらった
り、遊んだりした。児童が乳幼児に対して優しい気持
ち、労りの気持ちを持つことができた。

おはなしなあに、新1年生集ま
れ
小学生ランチ作り、卓球大会練
習会、
運動遊びをしよう、みんなであ
そぼう
赤ちゃんとあそぼう

③

各1回 6 12 8

・地域の方や老人センター利用の高齢者に協力して
いただきながら「竹水鉄砲作り」を行った。昔ながらの
竹と布を使った水鉄砲は子ども達にとって珍しいもの
であったのでとても楽しく取り組んでいた。

母の日プレゼント、父の日プレ
ゼント、科学工作、夏休み工
作、竹水鉄砲作り、クリスマス
会、バレンタインチョコ作り、
小中高生初釜体験

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月２回程度
月1回程度

70

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

11 12

45 51

・小学生クラブの子どもスタッフの中で２～６年生の５
年間継続して活動できた６年生２人を教育長賞詞に
推薦し学校で表彰された。小学校長、地域、保護者
にも大変喜ばれ、子ども達自身も自分たちの活動に
自信が持て励みになった。在学生も６年生の活動に
感化された。

一輪車クラブ、子どもスタッフ
ハンドメイドクラブ、チャレン
ジクラブ

②

月1回
夏季

週1回程度
各1回

25 66 82



南姫児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数
H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価
 課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

多世代間交流 乳幼児 279 乳幼児 84

小学生 229 小学生 78

中高生 12 中高生 16

大人 719 大人 498

大人 大人

乳幼児 279 乳幼児 84

小学生 229 小学生 78

中高生 12 中高生 16

大人 719 大人 498

一般対象 乳幼児 47 乳幼児 20

小学生 129 小学生 165

中高生 15 中高生 8

大人 47 大人 20

乳幼児 47 乳幼児 20

小学生 129 小学生 165

中高生 15 中高生 8

大人 47 大人 20

小計 50 75 60

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月1回程度
月3回程度

50

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参加
者を限定しない、日頃、
誰でもが参加できる遊び
や行事を実施し、初めて
の人の来館・参加を促す
とともに、参加者相互の
交流を深める。

11 12 75

小計 12 16 13

60

・「作っちゃおう」を楽しみにして来館してくれる子ども
がいた。
様々な制作の中でも作って遊べるものが好評であっ
た。どんなものを作るか興味が持てるようディスプレ
イをした結果、女子の参加が多かったが男子の参加
も増えた。
・トランポリンでは検定表に沿って、体力増進と技術
向上を目標に行った。若干であるが中学生の参加も
あり小学生のお手本となることができた。

作っちゃおう、マンカラあそび
トランポリン、ドミノあそび
アイクリップであそぼう
七夕飾り作り、子どもの権利の
マント作り、お正月あそび

④
0

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

各1回
各2回

12

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりなど誰で
もが参加できる行事を実施
し、地域間及び多世代間の
交流を深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで取り
組む。

13 12 16 13

・新規で乳幼児親子と老人センター利用者と一緒に
初釜体験を行った。抹茶の点て方や道具など親子で
見学し、苦いお茶と饅頭を食べた。乳幼児親子は日
ごろ体験する機会がなく、気軽に緊張することなく参
加でき喜ばれた。
・新規で炊き出し体験を幼児親子、小中高生、老人セ
ンター利用者の方と一緒に行った。災害が起こったと
きの炊き出し、毛布で作る担架などの多世代で万一
に備えての体験をすることができ勉強になったとの声
がきけた。

こいのぼり作り、七夕交流会、
合同七夕会、合同ミニ運動会、
合同ハロウィンパーティー、五
平餅を作って食べよう
しめ縄作り、花餅作り、初釜体
験
節分会、ふれあい卓球大会
（春・夏）
ふれあいセンター姫まつり
炊き出し体験



南姫児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数
H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価
 課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

子どもボランティア 乳幼児 14 乳幼児 4

小学生 196 小学生 177

中高生 29 中高生 19

大人 38 大人 6

乳幼児 14 乳幼児 4

小学生 196 小学生 177

中高生 29 中高生 19

大人 38 大人 6

中高生の居場所づくり 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 14

中高生 0 中高生 119

大人 0 大人 0

ボランティアの育成 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 23 小学生 23

中高生 105 中高生 57

大人 0 大人 0

次世代育成 乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 21 小学生 6

中高生 10 中高生 3

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 44 小学生 43

中高生 115 中高生 179

大人 0 大人 0

小計 20 29 43

・中学校と連携をとったことで、夏休みのボランティア
に多くの中学生の参加があった。ボランティア体験を
きっかけに土曜日に来館をして手伝いをしてくれる生
徒もあり、少しずつではあるがボランティア意欲がわ
いてきた生徒もみられた。

ボランティア体験
幼児プール
敬老の日のプレゼント作り
クッキングサポート

③

随時 5 5 1

学校でバレーボール部、卓球部に所属している中高
生が、ルール、技術を小学生に遊びながら丁寧に指
導をしていた。職員より身近な存在に感じた小学生は
積極的に指導を受けていた。

小学生とあそぼう

中
高
生
事
業

1

①

随時 0

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

13 14

0

小計 12 66 59

23

・中高生の居場所に重点をおき、職員がバスケット
ボール、サッカーなどの指導をしながら一緒に進路の
話、恋話などをして職員と交流し信頼関係を築くこと
が出来た。

居場所作り

②

夏休み 15 24 19

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
の
実
施

1

①

月3回程度
夏休み
12月

12

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地域
の子どもたちが、それぞ
れの地域で活動できるよ
う人材育成を進める。 13 13 66 59

・東日本大震災以降続けている被災地交流を今年度
も行った。子ども達と一緒に敬老の日のプレゼント、
正月の初荷として地場産業である笠原のタイルを
使った鍋しきをや鍵かけを送った。復興が少しずつで
はあるが進み、新居に移る方が転居先で鍋しき、鍵
かけを使用されるという手紙が届き、子ども達に伝え
励みになった。チョボラ、

被災地交流プレゼント作り
敬老の日のプレゼント作り
赤い羽根共同募金活動



南姫児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数
H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価
 課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

相談 乳幼児 94 乳幼児 33

小学生 7 小学生 2

中高生 1 中高生 0

大人 86 大人 41

乳幼児 94 乳幼児 33

小学生 7 小学生 2

中高生 1 中高生 0

大人 86 大人 41

地域交流 乳幼児 214 乳幼児 360

小学生 756 小学生 847

中高生 125 中高生 157

大人 752 大人 924

児童館相互の交流 乳幼児 136 乳幼児 203

小学生 319 小学生 352

中高生 11 中高生 0

大人 281 大人 352

イクメン支援事業 乳幼児 27 乳幼児 32

小学生 33 小学生 16

中高生 0 中高生 0

大人 47 大人 46

乳幼児 377 乳幼児 595

小学生 1108 小学生 1215

中高生 136 中高生 157

大人 1080 大人 1322

小計 0 33 34

・社会福祉協議会の児童館・児童センター全体で連
携をとり引き続き、一輪車交流会、子どもスタッフまつ
りなど行った。恒例行事の1つになり参加者も楽しみ
にしている。今後も全館で連携をとり拡充していきた
い。

体力チャレンジ番付
一輪車交流会
子どもスタッフまつり
お話おばさん講演会
たのしいクリスマス会

③

年1回
2 3

・新規で夏休みに親子で「ゴム鉄砲作り」を行った。板
を電動いとのこで切る姿は、親子とも真剣な表情で
あった。いとのこを使う父親の姿はとてもかっこよく、
子ども達は父親の活躍ぶりが見ることができた。親子
で会話が弾んでいる姿が多くみられた。ファミリーデイキャンプ

レッツ　フットサル
ゴム鉄砲作り

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

①

年2回
年1回

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

13 15

11

小計 10 48 31

12

・新規で地域と連携をとり、まちづくり市民会議主催
の「サマーわんぱくまつり」に参加した。また、地域か
らどのような行事なら子ども達が楽しんでもらえるか
相談を受け、地域とより連携を深めることができた。
（特に30区の関係団体）

米作り体験、わんぱくまつり、
30区夏まつり、サマーわんぱく
まつり、花トピア敬老会、愛の
家訪問、姫の里小学生ハロウィ
ン、移動児童センター
スポーツミニフェスタ、どんど
焼き

②

毎月1回
年1回

20 19

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

づ
く
り
の
推
進

1

①

随時 10

目標回数：10回程度
気軽に相談できる場や関
係機関への相談窓口とし
て相談を受ける。イン
ターネットによる相談受
付や専門員による相談
の場を設定する。母子保
健推進員・主任児童委
員・保健センター・子育て
支援センターとの連携を
図る。

12 12 48 31

・教育委員会・保健センターとの連携で相談される機
会が増えたと思われる。（プレママサロン）
・子育て相談の内容は多岐にわたっている。内容は
生活習慣、心身発達が比較的に多いようと思われ
る。内容に応じて保健師、主任児童委員と連携を取り
見守りを行った。

子育て相談



南姫児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数
H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価
 課題分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

自主　事業 乳幼児 182 乳幼児 44

小学生 66 小学生 104

中高生 2 中高生 3

大人 250 大人 183

乳幼児 182 乳幼児 44

小学生 66 小学生 104

中高生 2 中高生 3

大人 250 大人 183

小計 0 3 14

・障がい者の方の居場所作りとして場の提供を行っ
た。特に雨天時、冬場など障がい者の方が安心して
身体を使って楽しめる場の確保が難しいため、大変
有意義な取り組みになっており、同伴の職員からとて
も助かっていると言われた。トランポリン、バスケット
ボール、卓球などを楽しんでいた。今後も可能な限り
協力をしていきたい。

マジックショー
福祉体験
障がい者交流
ふれあいセンター姫夏まつり

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ

さ
い

）

2

①

年1回
随時

11 11 3 14


